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今回のテーマ

　義務教育開始前後の５歳児から小学校１年生の２年間は、生涯にわたる学

びや生活の基盤をつくるために重要な時期です。国は、この時期を「架け橋期」

と名付け、幼稚園・保育所・認定こども園と小学校・義務教育学校に対して、

架け橋期を通じて、未来を担う子供に学びや生活の基盤を育み、持続可能な

社会の創り手となることができる力の基礎を育むよう求めています。

　町では、就学前から義務教育修了までの各段階の保育及び教育を担う職員

が、それぞれの段階で抱える課題と現状を共有化し、それに対応した一貫し

た取組を行うことで、子どもたちの健全な育成に務めるとともに、就学前か

ら義務教育修了までの円滑な接続を図るため、町内の保育・教育に関わる機

関で構成する「幼保小中連携協議会」を昨年６月に立ち上げました。

　今後も、教育委員会では、役場福祉課と連携を図りながら、幼稚園・保育所・認定

こども園における活動を支援していくこととしています。

　肝付町では、就学前（保育所・幼稚園・認定こども園）と義務教育（小学校・

中学校・義務教育学校）を担う各機関が連携を図り、子どもたちの「生きる力」

を育む取組を進めています。

　各家庭をはじめとして、地域の皆様方には、ご理解とご協力をよろしくお願い

します。
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第 2期肝付町子ども・子育て支援事業計画
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やぶさめ運動「80・2・30 運動」
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肝付町生涯学習推進会議目標テーマ「町民全体であいさつ運動」

▲保護者への周知用に肝付町幼保小中連携協議会が作成したチラシから抜粋

▲文部科学省が作成した資料から抜粋
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